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『阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
・
Ｖ
・
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
翻
刻
訓
読
訳
注
解
題
凡
例
一
、
翻
刻
の
行
取
は
底
本
の
通
り
と
す
る
。
一
、
翻
刻
は
原
則
通
用
字
体
を
使
用
し
、
誤
写
等
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
。
虫
損
等
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
□
で
示
し
、
墨
跡
か
ら
判
断
し
た
場
合
は
﹇
﹈
で
示
す
。
ま
た
適
宜
句
読
点
を
施
す
。
一
、
訓
読
と
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
上
段
に
訓
読
、
下
段
に
現
代
語
訳
を
、
内
容
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
配
置
す
る
。
一
、
本
経
は
白
文
の
た
め
、
適
宜
仮
名
を
補
い
な
が
ら
訓
読
を
行
う
。
一
、
現
代
語
訳
に
際
し
て
、
適
宜
語
句
等
に
注
を
施
す
。
文
章
の
主
語
や
対
象
を
説
明
す
る
補
訳
は
〔
〕、
そ
の
ほ
か
の
補
注
は
（
）
で
提
示
す
る
。
一
、『
注
好
選
』
巻
下
「
狐
仮
虎
威
第
三
十
三
」、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
「
天
竺
狐
借
虎
威
、
被
責
発
菩
提
心
語
第
二
十
一
」
は
共
通
し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
た
め
、
適
宜
参
照
す
る
。
【翻
刻
】
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
阿
謨
伽
三
蔵
撰
訳
爾
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
告
文
殊
師
利
言
、
乃
往
古
世
過
无
量
劫
、
此
娑
婆
世
界(1)有
山
。
名
曰
古
吒
羅
山
。
其
山
白
狐
、
名
曰
地
徳
。
以
百
八
十
術
方
、
虎
仮
勢
現
虎
形
。
諸
禽
獣
令
布(2)畏
、
一
生
之
間
殺
生
為
旨
。
時
有
虎
。
聞
之
、
尋
行
彼
狐
急
思
降
伏
。
伺
求
間
、
自
然
相
云
、
何
因
縁
、
一
生
之
間
、
仮
我
威
力
、
无
量
禽
獣
為
殺
害
哉
。
時
狐
、
天
地
為
証
、
更
君
之
不
仮
威
神
。
有
此
言
、
敢
不
用
。
重
地
徳
晴(3)伏
、
見
神
術
已
尽
、
欲
逃
去
。
走
隠
間
、
一
穴
井
堕
落
。
是
﹇
井
﹈、
於
甚
深
、
不
敢
登
故
、
一
生
罪
垢
懺
悔
云
、
我
念
過
去
世
雪
山
童
子
身
投
於
半
偈
、
越
生
死
之
苦
海
、
薩
太
王
子
身
施
於
餓
虎
、
備
相
好
於
竹
林
之
中
。
我
復
如
是
施
為
虎
、
未
得
果
。
然
我
身
於
悋
惜
、
命
深
坑
為
亡
。
如
是
懺
悔
已
、
穴
井
深
底
臥
。
爾
時
、
三
千
世
界
六
種
震
動
。
天
魔
外
道
懼
怖
乎
。
従
天
雨
无
量
種
色
之
花
。
諸
天
宮
殿
不
安
。
時
浄
居
天(4)王
、
名
曰
千
眼
帝
尺
。
以
頗
梨
鏡
、
照
見
三
千
世
界
、
此
娑
婆
世
界
古
吒
山
中
、
於
一
穴
井
深
底
内
、
有
発
大
菩
薩(5)者
。
于
時
、
彼
天
王
飛
行
、
穴
井
口
居
、﹇
尋(6)﹈
於
誓
願
之
音
。
懸
﹇
曠
﹈
穴
内
、
狐
色
天
死
得
気
色
云
、
助
我
﹇
給
﹈。﹇
吾
﹈
為
汝
説
法
。
天
王
以
神
術
、
申(7)
右
手
狐
済
上
、
説
法
勧
。
持(8)地(9)登
已
説
法
不
堪
逃
去
。
彼
王
急
現
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極
大
﹇
忿
﹈
怒
。
時
種
々
器
仗
追
捕
給
。
于
時
、
狐
妙(10)如
上
事
説
。
于
時
、
天
王
悲
泣
云
、
善
哉
。
汝
是
大
菩
薩
也
。
未
来
釈
迦
出
世
、
可
得
三
名
・
三
身
。
所
謂
為
上
根
大
弁
天
、
為
中
根
大
吉
祥
天
、
為
下
根
堅
牢
地
神(11)、
如
是
現
衆
生
可
利
益
説
已
。
昔
帝
釈
者
、
今
辰
狐
王
菩
薩
是
也
。
彼
時
虎
者
、
今
野
干
部
主
大
聖
天
。
彼
狐
者
、
今
汝
文
殊
師
利
是
也
。
被
授
記
三
名
者
、
大
弁
才
天
女
子
也
。
吉
祥
天
朱
女
子
也
。
堅
牢
地
神
黒
女
子
也
。
令
為
所
生
一
万
三
千
五
十
八
人
者
、
先
一
万
者
一
万
文
殊
、
八
人
者
八
大
文
殊
也
。
故
中
画
文
殊
、
左
聖
天
、
右
辰
狐
王
菩
薩
。
又
中
尊
背
者
天
女
子
又(12)大
弁
才
天
乗
狐
、
其
左
朱
女
子
吉
祥
天
乗
狐
、
其
名(13)黒
女
子
堅
牢
地
神
垂(14)狐
。
外
院
八
大
文
殊
一
々
可
画
也
。
如
是
説
已
了
于
大
衆
信
受
奉
行
。
注(1
）
娑
婆
世
界
…
『
注
好
選
』
で
は
「
出
婆
国
」
と
す
る
。
(2
）
布
…
「
怖
」
の
省
略
か
。
(3
）
晴
…
「
請
」
の
誤
写
か
。
(4
）
浄
居
天
…
不
還
果
を
証
し
た
聖
者
が
生
ず
べ
き
、
色
界
第
四
禅
に
あ
る
無
煩
天
・
無
熱
天
・
善
現
天
・
善
見
天
・
色
究
竟
天
の
こ
と
。
こ
こ
は
帝
釈
天
が
住
む
忉
利
天
、
あ
る
い
は
地
居
天
の
間
違
い
か
。
(5
）
菩
薩
…
「
菩
提
」
の
誤
写
か
。
(6
）
尋
…
「
葉
」
に
も
見
え
る
が
、『
注
好
選
』
に
は
「
問
云
汝
作
何
観
行
」、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
狐
ニ
問
テ
云
ク
汝
ヂ
何
ナ
ル
心
ヲ
発
コ
シ
、
何
ナ
ル
願
ヲ
成
セ
ル
ゾ
ト
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
尋
」
を
採
っ
た
。
(7
）
申
…
「
伸
」
に
通
ず
。
(8
）
持
…
「
時
」
の
誤
写
か
。
(9
）
地
…
狐
の
名
前
「
地
徳
」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
(10
）
妙
…
「
如
」
の
誤
写
に
よ
る
衍
字
か
。
(11
）
可
得
三
〜
牢
地
神
…
『
注
好
選
』
に
は
「
成
菩
薩
得
二
名
。
一
云
大
弁
才
天
、
二
名
堅
牢
地
神
」、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
菩
薩
ト
成
テ
二
ノ
名
ヲ
可
得
シ
。
一
ハ
大
弁
才
天
ト
云
ヒ
、
二
ハ
堅
窄
地
神
ト
可
云
シ
」
と
あ
る
。
(12
）
又
…
意
味
が
取
れ
な
い
た
め
、
誤
写
か
。
(13
）
名
…
「
右
」
の
誤
写
か
。
(14
）
垂
…
「
乗
」
の
誤
写
か
。
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【訓
読
】
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
阿
謨
伽
三
蔵
撰
訳
爾
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
文
殊
師
利
に
告
げ
て
言
く
、
乃
往
古
世
无
量
劫
を
過
ぎ
、
此
の
娑
婆
世
界
に
山
有
り
。
名
づ
け
て
古
吒
羅
山
と
曰
う
。
其
の
山
の
白
狐
、
名
づ
け
て
地
徳
と
曰
う
。
百
八
十
の
術
方
を
以
て
、
虎
の
勢
を
仮
り
て
虎
の
形
を
現
す
。
諸
の
禽
獣
を
怖
畏
せ
し
め
、
一
生
の
間
殺
生
を
旨
と
為
す
。
時
に
虎
有
り
。
之
れ
を
聞
き
て
、
彼
の
狐
を
尋
ね
行
き
急
ぎ
降
伏
せ
ん
と
思
い
て
、
伺
い
求
む
る
間
、
自
然
に
相
い
て
云
く
、
何
の
因
縁
あ
り
て
、
一
生
の
間
、
我
が
威
力
を
仮
り
て
、
無
量
の
禽
獣
を
殺
害
す
る
か
。
時
に
狐
、
天
地
を
証
と
為
し
、
更
に
君
の
威
神
を
仮
ら
ず
と
。
此
の
言
有
る
も
、
敢
え
て
用
い
ず
。
重
ね
て
地
徳
請
け
伏
せ
ど
も
、
神
術
已
に
尽
く
る
を
見
て
、
逃
げ
去
さ
ら
ん
と
欲
す
。
走
り
隠
る
る
間
、
一
つ
の
穴
井
に
堕
落
す
。
是
の
井
、
甚
だ
深
き
に
於
て
、
敢
え
て
登
ら
ざ
る
が
故
に
、
一
生
の
罪
垢
を
懺
悔
し
て
云
く
、
我
過
去
世
を
念
う
に
、
雪
山
童
子
は
身
を
半
偈
に
投
げ
て
生
死
の
苦
海
を
越
え
、
薩
太
王
子
は
身
を
飢
え
た
る
虎
に
施
し
て
相
好
を
竹
林
の
中
に
備
う
。
我
復
た
是
の
如
く
虎
の
為
に
施
す
も
、
未
だ
果
た
す
こ
と
を
得
ず
。
然
る
に
我
が
身
を
悋
惜
し
、
命
は
深
き
坑
に
て
亡
な
ん
と
為
。
是
の
如
く
懺
悔
し
已
り
て
、
穴
井
の
深
き
底
に
臥
せ
り
。
（ 76 ）
【現
代
語
訳
】
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経(1)
阿
謨
伽
三
蔵(2)撰
訳(3)
そ
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
文
殊
師
利
菩
薩
に
〔
以
下
の
よ
う
に
〕
告
げ
た
。
非
常
に
遠
い
昔
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
山
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
を
古
吒
羅
山(4)と
言
っ
た
。
そ
の
山
の
白
い
狐
は
、
名
を
地
徳
と
言
っ
た
。〔
そ
の
狐
は
〕
百
八
十
の
術
方(5)に
よ
っ
て
、
虎
の
威
を
借
り
て(6)虎
の
姿
を
現
し
た
。
諸
々
の
禽
獣
を
恐
れ
さ
せ
て
、
一
生
の
間
、
殺
生(7)を
主
に
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
虎
が
い
た
。
そ
の
〔
虎
の
姿
を
し
た
狐
が
殺
生
を
行
っ
て
い
る
〕
話
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に
降
伏
さ
せ
よ
う
と
思
い
そ
の
狐
を
探
し
求
め
た
。〔
そ
し
て
〕
自
然
と
相
し
て
言
う
こ
と
に
は
、「
ど
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
っ
て
一
生
の
間
、
私
の
威
力
を
借
り
て
数
多
く
の
禽
獣
を
殺
し
た
の
か
」
と
。
そ
の
時
狐
は
「
天
地
を
証
と
し
て
、
ま
っ
た
く
あ
な
た
の
威
力
を
借
り
て
い
な
い
」
と
言
っ
た
が
、〔
虎
は
〕
ま
っ
た
く
信
用(8)し
な
か
っ
た
。
繰
り
返
し
地
徳
は
降
伏
し
た
が
、
〔
許
さ
れ
る
〕
術(9)が
尽
き
て
し
ま
っ
た
と
判
断(10)し
て
、
逃
げ
去
ろ
う
と
し
た
。
走
り
隠
れ
る
間
、
あ
る
穴
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
穴
は
非
常
に
深
く
、
ま
っ
た
く
登
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、〔
こ
れ
ま
で
犯
し
て
き
た
〕
一
生
の
罪
を
懺
悔
し
て
言
う
こ
と
に
は
、「
私
は
、
過
去
世
の
雪
山
童
子
が
半
偈
の
為
に
身
を
投
げ
て
成
道
す
る
こ
と
を(11)、
薩
埵
王
子
が
飢
え
た
虎
に
そ
の
身
を
施
し
て
竹
林
精
舎
に
て
菩
提
を
え
る
こ
と
を
思
え
ば
、
私
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
虎
に
施
せ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
未
だ
果
た
す
こ
と
を
で
き
な
か
っ
た
。〔
そ
の
理
由
は
〕
や
は
り
自
身
の
身
が
惜
し
く
〔
思
え
る
か
ら
で
あ
り
、
結
果
的
に
〕、
こ
の
命
は
深
い
穴
で
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
」。
こ
の
よ
う
に
懺
悔
し
終
わ
爾
の
時
、
三
千
世
界
六
種
震
動
す
。
天
魔
外
道
懼
怖
す
。
天
よ
り
無
量
種
の
色
の
花
雨あめ
らふ
す
。
諸
天
の
宮
殿
安
か
ら
ず
。
時
に
浄
居
天
王
、
名
づ
け
て
千
眼
帝
尺
と
曰
う
。
頗
梨
鏡
を
以
て
、
三
千
世
界
を
照
見
す
る
に
、
此
の
娑
婆
世
界
の
古
吒
山
中
、
一
の
穴
井
の
深
き
底
の
内
に
於
い
て
、
大
菩
提
を
発
せ
る
者
有
り
。
時
に
、
彼
の
天
王
飛
行
し
、
穴
井
の
口
に
居
て
、
誓
願
の
音
を
尋
ぬ
。
懸
曠
た
る
穴
の
内
、
狐
色
天
に
死
を
得
る
気
色
に
て
云
く
、
我
を
助
給
え
。
吾
汝
が
為
に
法
を
説
か
ん
と
。
天
王
神
術
を
以
て
、
右
手
を
伸
べ
て
狐
を
済
い
上
げ
、
説
法
を
勧
む
。
時
に
地
に
登
り
已
り
て
説
法
に
堪
え
ず
逃
げ
去
る
。
彼
の
王
急
に
極
大
忿
怒
を
現
す
。
時
に
種
々
の
器
仗
も
っ
て
追
捕
し
給
う
。
時
に
、
狐
如
上
の
事
を
説
く
。
時
に
、
天
王
悲
泣
し
て
云
く
、
善
き
か
な
。
汝
は
是
大
菩
薩
な
り
。
未
来
に
釈
迦
出
世
の
と
き
、
三
名
・
三
身
を
得
べ
し
。
所
謂
上
根
の
為
に
は
大
弁
天
、
中
根
の
為
に
は
大
吉
祥
天
、
下
根
の
為
に
は
堅
牢
地
神
、
是
の
如
く
現
じ
て
衆
生
を
利
益
す
べ
し
と
説
き
已
れ
り
。
昔
の
帝
釈
は
、
今
の
辰
狐
王
菩
薩
是
な
り
。
彼
の
時
の
虎
は
、
今
の
野
干
部
主
大
聖
天
な
り
。
彼
の
狐
は
、
今
の
汝
文
殊
師
利
是
な
り
。
彼
の
授
記
せ
ら
れ
し
三
名
は
、
大
弁
才
、
天
女
子
な
り
。
吉
祥
天
、
朱
女
子
な
り
。
堅
牢
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っ
て
、
穴
の
中
の
深
い
底
で
倒
れ
た
。
そ
の
時
、
三
千
世
界
に
お
い
て
〔
大
地
が
〕
六
通
り
震
動
し
た(12)。
天
魔
や
外
道
は
恐
れ
お
の
の
い
た(13)。
天
よ
り
無
量
種
の
色
の
花
が
降
っ
て
き
た
。
諸
天
の
宮
殿
も
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た(14)。
そ
の
時
に
浄
居
天
王
は
、
そ
の
名
を
千
眼
帝
尺(15)と
い
う
。
頗
梨
鏡(16)を
用
い
て
、
三
千
世
界
を
照
見
す
る
と
、
こ
の
娑
婆
世
界
の
古
吒
山
の
中
、
一
つ
の
穴
井
の
深
い
底
に
、
大
菩
提
を
お
こ
し
た
者
が
い
た
。
そ
の
時
、
彼
の
天
王(17)は
飛
行
し
、
穴
井
の
口
に
と
ど
ま
っ
て
、〔
狐
が
た
て
た
〕
誓
願
の
内
容
を
尋
ね
た
。
は
る
か
に
広
い
穴
の
な
か
で
、
狐
は
色
界
の
天
に
死
を
得
た
気
配(18)で
言
う
に
は
、「
私
を
助
け
て
く
だ
さ
い
。〔
そ
う
し
た
ら
〕
私
は
貴
方
の
た
め
に
法
を
説
き
ま
し
ょ
う
」
と
。
天
王
は
神
術
を
用
い
て
、
右
手
を
伸
ば
し
狐
を
〔
穴
井
の
底
か
ら
〕
救
い
上
げ
、〔
狐
に
〕
説
法
を
勧
め
た
。
と
こ
ろ
が
〔
狐
は
〕
地
面
に
登
り
お
わ
っ
て
説
法
に
堪
え
ず
逃
げ
去
っ
た(19)。
彼
の
王
は
急
に
と
て
も
憤
怒
し
た
〔
様
子
〕
を
現
し
た
。
そ
こ
で
種
々
の
武
器
を
も
っ
て
〔
狐
を
〕
追
い
か
け
て
捕
ま
え
ら
れ(20)た
。
そ
の
時
、
狐
は
上
の
よ
う
な
事(21)を
説
き
明
か
し
た
。
そ
の
時
、
天
王
が
悲
し
み
泣
い
て(22)言
う
に
は
、「
素
晴
ら
し
い
こ
と
よ
。
貴
方
は
大
菩
薩
で
あ
る
。
未
来
に
釈
迦
仏
が
世
に
出
る
と
き
、
三
つ
の
名
・
三
つ
の
身
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
上
根
の
〔
衆
生
の
〕
為
に
は
大
弁
天
、
中
根
の
〔
衆
生
の
〕
為
に
は
大
吉
祥
天
、
下
根
の
〔
衆
生
の
〕
為
に
は
堅
牢
地
神(23)、
こ
の
よ
う
に
現
れ
て
衆
生
を
利
益
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
説
き
終
え
た
。
昔
の
帝
釈
は
、
今
の
辰
狐
王
菩
薩(24)で
あ
る
。
そ
の
時
の
虎
は
、
今
の
野
干
部
主
の
大
聖
天(25)で
あ
る
。
そ
の
狐
は
、
い
ま
の
貴
方
〔
す
な
わ
ち
〕
文
殊
師
利
で
あ
る(26)。
そ
の
授
記
さ
れ
た
三
つ
の
名
は
、
大
弁
才
〔
天
が
〕
天
女
子
で
あ
り
、
吉
祥
天
〔
が
〕
地
神
、
黒
女
子
な
り
。
生
ま
せ
し
む
る
一
万
三
千
五
十
八
人
は
、
先
の
一
万
は
一
万
文
殊
、
八
人
は
八
大
文
殊
な
り
。
故
に
中
に
文
殊
を
画
き
、
左
に
聖
天
、
右
に
辰
狐
王
菩
薩
な
り
。
又
中
尊
の
背
に
は
天
女
子
大
弁
才
天
狐
に
乗
り
、
其
の
左
に
朱
女
子
吉
祥
天
狐
に
乗
り
、
其
の
右
に
黒
女
子
堅
牢
地
神
狐
に
乗
る
。
外
院
に
八
大
文
殊
を
一
々
画
く
べ
き
な
り
と
。
是
の
如
く
説
き
已
了
り
て
大
衆
信
受
奉
行
す
。
注(1
)
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
…
「
阿
羅
波
沙
囊
」
は
文
殊
の
種
子
で
あ
る
「
阿
羅
波
遮
那
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
吒
枳
尼
」
は
鬼
神
の
一
種
の
「
ダ
キ
ニ
天
」
で
あ
り
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
外
院
に
図
示
さ
れ
、
日
本
で
は
稲
荷
神
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。「
羅
闍
那
」
の
意
味
は
不
明
だ
が
、「
Rājān」
で
「
王
」
の
意
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
語
句
と
考
え
ら
れ
る
。
(2
)
阿
謨
伽
三
蔵
…
唐
代
の
訳
経
僧
で
あ
る
不
空
金
剛
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
の
こ
と
。
(3
)
撰
訳
…
他
の
経
論
で
は
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
り
、
唯
一
『
曼
珠
室
利
焰
曼
徳
迦
万
愛
秘
術
如
意
法
』（
大
正
二
一
・
九
七
中
）
に
「
一
行
撰
訳
」
と
あ
る
。
(4
)
古
吒
羅
山
…
『
注
好
選
』
で
は
「
祐
吒
山
」、『
渓
嵐
拾
葉
集
』（
大
正
七
六
・
六
三
一
下
）
で
は
「
古
吒
山
」
と
す
る
。
(5
)
百
八
十
の
術
方
…
狐
・
ダ
キ
ニ
天
・
巫
者
を
背
景
と
す
る
術
方
か
。
百
八
十
の
数
に
つ
い
て
も
不
明
。『
大
日
経
疏
』
巻
一
〇
「
荼
吉
尼
真
言
」
の
く
だ
り
に
は
、
ダ
キ
ニ
に
つ
い
て
「
乗
空
履
水
皆
無
礙
」（
大
正
三
九
・
六
八
七
下
）
と
あ
る
。「
荼
吉
尼
真
言
」
を
執
り
行
う
者
は
、
呪
術
を
自
在
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
人
間
の
死
期
を
六
か
月
前
か
ら
予
知
で
き
、
そ
の
心
を
食
う
と
「
能
得
極
大
成
就
。
一
日
周
遊
四
域
、
随
意
所
為
皆
得
」（
大
正
三
九
・
六
八
七
中
）
と
い
う
。
ま
た
『
多
聞
吒
枳
尼
経
』
で
は
、
ダ
キ
ニ
天
の
前
身
で
あ
る
狐
が
「
我
食
生
命
故
具
諸
神
通
。
飛
空
自
在
也
、
走
地
无
障
碍
也
」
と
説
く
。
(6
)
借
り
て
…
底
本
で
は
「
仮
」
と
あ
る
。
(7
)
殺
生
…
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
殺
生
の
記
述
は
無
い
。『
多
聞
吒
枳
尼
経
』
で
は
、
釈
尊
が
ダ
キ
ニ
天
の
前
身
で
あ
る
狐
に
つ
い
て
「
今
汝
一
巧
好
（
マ
マ
）
殺
生
故
」
と
説
く
。
(8
)
信
用
…
底
本
の
「
用
」
を
「
用
ゐ
る
」
と
訓
読
し
、「
信
頼
す
る
」
と
い
う
意
を
採
用
。
(9
)
術
…
底
本
で
は
「
神
術
」
と
あ
る
。
先
の
文
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
「
百
八
十
の
術
方
」
（
神
通
力
）
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
他
に
許
さ
れ
る
方
法
」
と
い
う
意
か
。
(10
)
判
断
…
底
本
の
「
見
」
か
ら
の
訳
。
(11
)
雪
山
童
〜
こ
と
を
…
こ
の
表
現
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
は
無
い
。
(12
)
六
種
震
動
…
『
大
品
般
若
経
』
巻
一
・『
六
十
華
厳
』
巻
三
六
・『
八
十
華
厳
』
巻
五
二
・
『大
般
若
経
』
巻
一
等
の
経
典
に
お
い
て
は
、
仏
が
三
昧
に
入
る
な
ど
の
瑞
祥
と
し
て
十
方
世
界
が
六
通
り
に
振
動
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
狐
が
懴
悔
し
発
心
し
た
時
の
瑞
祥
を
指
す
。
邢
東
風
「
仏
典
に
見
ら
れ
る
「
大
地
震
動
」」（『
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
三
六
袞
一
、
二
〇
一
〇
）、
大
久
保
良
峻
「
六
種
震
動
と
天
台
義
」（『
天
台
学
報
』
五
九
、
二
〇
一
七
）
な
ど
参
照
。
(13
)
天
魔
外
道
懼
怖
す
…
六
種
震
動
に
よ
り
、
天
魔
の
宮
殿
を
揺
ら
し
、
天
魔
を
懼
怖
さ
せ
る
記
述
は
、
慧
遠
撰
『
無
量
寿
経
義
疏
』
巻
上
（
大
正
三
七
・
九
六
下
）
に
確
認
で
き
る
。
（ 78 ）
朱
女
子
で
あ
り
、
堅
牢
地
神
〔
が
〕
黒
女
子(27)で
あ
る(28)。
お
生
ま
せ
に
な
っ
た
一
万
三
千
五
十
八
人
は
、
先
の
一
万
は
一
万
文
殊(29)、
八
人
は
八
大
文
殊(30)で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
中
央
に
文
殊
、
左
に
聖
天
、
右
に
辰
狐
王
菩
薩
を
描
く
。
ま
た
中
尊
の
背
後
に
は
天
女
子
〔
に
し
て
〕
大
弁
才
天
が
狐
に
乗
り
、
そ
の
左
に
朱
女
子
〔
に
し
て
〕
吉
祥
天
が
狐
に
乗
り
、
そ
の
右
に
黒
女
子
〔
に
し
て
〕
堅
牢
地
神
が
狐
に
乗
る
。
外
院
に
八
大
文
殊
を
一
つ
一
つ
描
く
べ
き
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
〔
仏
は
〕
説
き
終
わ
っ
て
〔
聴
聞
の
〕
大
衆
は
〔
教
え
を
〕
信
じ
受
け
取
り
奉
じ
て
行
っ
た
。
(14
)
諸
天
の
〜
か
っ
た
…
『
注
好
選
』
に
は
「
帝
尺
宮
幷
六
欲
天
一
〻
動
」、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
六
欲
天
皆
動
ズ
」
と
あ
る
。
(15
)
千
眼
帝
尺
…
帝
釈
天
の
こ
と
。『
別
訳
雑
阿
含
経
』
巻
三
・
『毘
耶
娑
問
経
』
巻
下
・
『仏
説
弥
勒
下
生
成
仏
経
』・
『金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
七
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
(16
)
頗
梨
鏡
…
『
神
道
集
』
巻
一
・
五
「
御
正
体
事
」
に
よ
る
と
、
帝
釈
天
の
喜
見
城
に
は
、
衆
生
の
善
業
や
悪
業
を
う
つ
し
出
す
「
浄
頗
梨
鏡
」
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
付
注
箇
所
の
よ
う
な
帝
釈
天
が
鏡
を
用
い
て
世
界
を
照
ら
し
見
る
説
は
、『
釈
氏
要
覧
』
巻
下
（
大
正
五
四
・
三
〇
四
下
）
な
ど
に
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
大
宝
鏡
」
と
あ
り
、『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
と
す
る
が
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
の
『
大
智
度
論
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
(17
)
彼
の
天
王
…
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
帝
釈
天
と
文
殊
が
仙
人
の
姿
に
変
化
し
同
行
し
た
と
あ
る
。
(18
)
色
界
の
天
〜
気
配
…
「
色
天
」
は
底
本
五
行
目
の
「
浄
居
天
」
と
呼
応
し
て
い
る
か
。
こ
の
狐
の
様
子
に
関
す
る
描
写
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
な
い
。
(19
)
地
面
に
〜
去
っ
た
…
『
注
好
選
』
に
は
「
狐
不
説
欲
逃
」、『
今
昔
物
語
集
』
に
は
「
狐
登
ニ
ケ
レ
バ
菩
提
心
ヲ
忽
ニ
忘
テ
、
不
云
ズ
シ
テ
逃
ナ
ム
ト
思
フ
心
付
ヌ
」
と
あ
る
。
(20
)
ら
れ
…
底
本
に
「
給
」
と
あ
る
た
め
、
敬
語
表
現
と
し
た
。
(21
)
上
の
よ
う
な
事
…
虎
の
威
を
借
り
て
殺
生
を
行
っ
た
せ
い
で
、
虎
に
追
わ
れ
て
穴
に
落
ち
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
お
こ
し
た
こ
と
を
指
す
。
(22
)
悲
し
み
泣
い
て
…
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
授
記
を
し
た
と
す
る
。
(23
)
上
根
の
〜
牢
地
神
…
『
覚
禅
鈔
』
巻
一
〇
九
・
吉
祥
天
「
所
現
身
」（
大
正
蔵
図
像
五
・
四
八
六
下
）
は
「
或
抄
」
の
引
用
と
し
て
、
吉
祥
天
に
は
三
種
の
身
が
あ
り
、
上
根
の
衆
生
の
た
め
に
は
大
弁
才
天
女
、
中
根
の
衆
生
の
た
め
に
は
大
吉
祥
天
女
、
下
根
の
衆
生
の
た
め
に
は
功
徳
天
女
の
姿
を
現
す
と
す
る
。
(24
)
辰
狐
王
菩
薩
…
『
神
道
集
』
巻
三
・
一
四
「
稲
荷
大
明
神
事
」
に
、「
抑
辰
狐
菩
薩
者
、
本
地
大
日
如
来
、
三
世
覚
母
大
聖
文
殊
、
一
切
衆
生
菩
提
心
行
願
普
賢
薩
埵
、
仏
法
護
持
多
門
天
王
、
心
王
意
識
如
意
輪
観
音
也
」
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
姿
に
つ
い
て
、「
金
色
微
妙
天
女
」
が
「
白
色
殊
勝
辰
狐
王
」
に
乗
っ
た
も
の
と
す
る
。
(25
)
野
干
部
主
の
大
聖
天
…
『
蘇
婆
呼
童
子
請
問
経
』
巻
上
（
大
正
一
八
・
七
二
三
下
）
で
は
、
毘
那
耶
迦
の
四
部
（
摧
壊
部
・
野
干
部
・
一
牙
部
・
龍
象
部
）
の
う
ち
、
野
干
部
の
主
を
象
頭
と
す
る
。
(26
)
昔
の
帝
〜
で
あ
る
…
『
未
曽
有
因
縁
経
』（
大
正
一
七
・
五
八
〇
下
）
で
は
、
狐
を
今
の
釈
尊
、
帝
釈
天
を
舎
利
弗
と
す
る
。
(27
)
大
弁
才
〜
黒
女
子
…
『
神
道
集
』
巻
三
・
一
四
「
稲
荷
大
明
神
事
」
で
は
、
辰
狐
王
菩
薩
に
天
女
子
・
赤
女
子
・
黒
女
子
・
帝
釈
子
の
四
王
子
が
い
る
と
し
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
八
二
「
卍
字
秘
決
秘
秘
中
極
極
」（
大
正
七
六
・
七
七
四
上
）
に
も
「
卯
神
ハ
帝
釈
之
使
者
、
午
神
ハ
赤
女
子
、
酉
神
ハ
天
女
子
、
子
神
ハ
黒
女
子
、
丑
未
辰
戌
ハ
辰
孤
王
菩
薩
也
」
と
あ
る
。『
簠
簋
内
伝
』
巻
三
・
神
上
吉
日
に
は
「
己
巳
、
辰
狐
王
三
女
子
此
国
飛
来
。
天
女
厳
島
、
赤
女
竹
生
島
、
黒
女
江
島
、
三
洲
垂
迹
給
日
也
」
と
あ
る
。
(28
)
こ
の
前
と
後
の
文
章
は
内
容
が
嚙
み
合
わ
な
い
た
め
、
脱
文
が
推
測
さ
れ
る
。
(29
)
一
万
文
殊
…
一
万
体
の
文
殊
、
ま
た
は
一
万
の
眷
属
を
従
え
た
文
殊
か
。
佐
々
木
守
俊
「
五
台
山
「
一
万
文
殊
」
像
か
ら
蓮
華
王
院
千
体
千
手
観
音
菩
薩
像
へ
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
五
、
二
〇
一
六
）。
(30
)
一
万
三
〜
大
文
殊
…
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
九
・
吒
天
法
秘
訣
「
以
天
部
可
出
離
生
死
事
」（
大
正
七
六
・
六
三
二
下
）
に
「
山
家
御
釈
云
、
此
天
眷
属
中
云
、
一
万
三
千
者
三
千
世
間
、
世
間
者
七
覚
分
也
。
五
十
者
五
道
衆
生
也
。
八
人
者
八
大
文
殊
﹇
云
云
﹈」
と
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
所
蔵
『
乙
足
神
供
祭
文
』（『
企
画
展
陰
陽
道
×
密
教
』、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
）
に
近
し
い
表
記
が
あ
る
。
（ 79 ）
『阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
解
題
前
島
信
也
崔
鵬
偉
田
中
亜
美
一
書
誌
解
題
こ
こ
で
発
表
す
る
資
料
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
七
日
〜
二
十
九
日
に
、
本
学
教
授
の
落
合
俊
典
先
生
と
人
文
学
情
報
研
究
所
主
席
研
究
員
長
崎
研
宣
先
生
と
と
も
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
Ｃ
・
Ｖ
・
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
古
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
を
行
っ
た
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
『
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
と
は
、
東
ア
ジ
ア
図
書
館
・
賀
蔣
（
H
o-Chiang）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
蔵
さ
れ
る
三
十
行
足
ら
ず
の
短
い
経
典
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
吒
枳
尼
天
を
説
示
す
る
経
典
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
情
報
は
一
切
知
ら
れ
て
い
な
い
。
吒
枳
尼
天
祕
決
私
苗
一
。
本
説
事
大
日
経
孔
雀
経
仁
王
経
阿
羅
婆
沙
曩
吒
枳
尼
経
相
観
陀
羅
尼
経
刀
自
女
経
神
験
呪
王
経
八
大
童
子
経
一
字
呪
王
経
辰
狐
本
因
縁
経
旃
陀
利
王
経
（
正
蔵
七
六
・
六
三
一
下
）
こ
の
経
典
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
反
町
茂
雄
『
弘
文
荘
在
庫
古
書
目
録
』
第
九
号
・
二
一
番
（
弘
文
荘
、
一
九
三
七
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
反
町
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。阿
謨
伽
三
蔵
撰
訳
と
し
る
せ
る
が
大
蔵
経
そ
の
他
に
は
未
収
の
も
の
な
り
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
初
期
の
も
の
な
る
べ
け
れ
ど
、
体
裁
も
普
通
の
写
経
と
異
り
書
体
は
行
書
に
て
、
一
行
の
字
詰
も
廿
一
二
字
よ
り
廿
四
五
字
に
及
ぶ
異
例
の
も
の
な
り
。
用
紙
は
縦
九
寸
五
分
、
横
一
尺
七
寸
全
長
二
尺
八
寸
、
総
行
数
三
十
行
。
桐
箱
入
。
挿
図
は
本
経
の
前
半
を
示
し
た
り
。
こ
こ
で
は
経
典
の
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
そ
の
阿
謨
伽
三
蔵
（
不
空
）
訳
の
経
典
を
大
蔵
経
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
と
そ
の
体
裁
に
つ
い
て
提
示
す
る
の
み
で
あ
る
。そ
し
て
こ
の
経
典
の
名
前
が
再
び
見
ら
れ
る
の
は
奥
田
勲
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
蔵
古
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
稿
」（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
九
四
、
二
〇
〇
〇
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
奥
田
氏
が
調
査
を
お
こ
な
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
・
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
古
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
奥
田
氏
は
こ
の
古
経
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
在
籍
し
た
言
語
学
者
で
あ
る
趙
元
任
（
Chao
Y
uen
Ren）
の
も
の
と
す
る
が
、
今
回
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
日
本
図
書
（ 80 ）
司
書
で
あ
る
マ
ル
ラ
俊
江
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
賀
蔣
（
H
o-Chiang）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
賀
蔣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、『
書
物
学
』
十
八
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
、
四
〇
〜
四
一
頁
）
の
中
で
、
マ
ル
ラ
氏
が
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
で
中
国
文
学
の
教
授
で
あ
っ
た
賀
光
中
及
び
蔣
振
玉
夫
妻
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
購
入
し
た
賀
蔣
（
H
o-Chiang）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国
史
・
文
学
・
哲
学
・
音
楽
等
の
漢
籍
と
和
書
の
他
、
西
域
・
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
か
ら
の
古
写
経
・
古
版
本
か
ら
成
る
。
日
本
の
資
料
は
、
夫
妻
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
を
訪
問
し
た
際
購
入
し
た
も
の
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
古
写
経
・
古
版
本
合
わ
せ
て
六
十
五
点
、
及
び
雅
楽
等
に
関
す
る
写
本
と
版
本
四
十
五
本
を
含
む
。
こ
の
よ
う
に
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
の
み
名
前
が
示
さ
れ
た
こ
の
短
い
経
典
は
、
反
町
氏
、
賀
光
中
及
び
蔣
振
玉
夫
妻
を
経
て
東
ア
ジ
ア
図
書
館
へ
と
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
に
つ
い
て
、
服
部
法
照
氏
は
「
日
本
撰
述
偽
経
と
『
仏
像
図
彙
』」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
、
一
九
九
四
）
の
な
か
で
、
吒
枳
尼
天
の
図
像
に
つ
い
て
先
の
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
経
典
群
を
示
し
、
日
本
撰
述
偽
経
で
あ
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
ま
た
、
服
部
氏
は
「
日
本
撰
述
偽
経
に
つ
い
て
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
、
一
九
九
二
）
の
な
か
で
も
、
日
本
撰
述
の
偽
経
に
つ
い
て
論
じ
、
日
本
の
庶
民
信
仰
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
現
在
で
も
な
お
刷
ら
れ
続
け
て
い
る
偽
経
の
特
色
と
し
て
、
非
常
に
短
い
経
典
で
あ
る
こ
と
（
そ
の
多
く
が
一
巻
で
あ
り
、
数
行
し
か
な
い
も
の
も
存
在
す
る
）、
経
典
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、
経
題
が
長
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
の
「
定
義
」
と
す
る
に
は
今
一
度
議
論
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
こ
の
『
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
日
本
撰
述
の
偽
経
と
共
通
す
る
性
質
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
ず
奥
田
氏
が
発
表
し
た
『
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
の
調
書
を
示
す
。
Ｂ
8
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
院
政
期
写
、
巻
子
本
、
高
二
八
・
七
、
楮
紙
打
紙
、
一
紙
、
一
紙
長
五
二
・
二
、
三
〇
行
、
紺
地
ニ
金
泥
ニ
テ
絵
ヲ
描
キ
タ
ル
後
補
表
紙
、
巻
尾
ニ
「
月
明
／
荘
」
単
廓
朱
方
印
ア
リ
、
金
銅
被
セ
軸
頭
、
そ
し
て
今
回
行
っ
た
調
査
の
結
果
を
、
奥
田
氏
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
提
示
す
る
。
な
お
、
虫
損
な
ど
に
よ
る
欠
損
は
□
で
提
示
す
る
。
装
幀
：
巻
子
外
題
：
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
□
極
経
一
巻
内
題
：
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
尾
題
：（
ナ
シ
）
訳
者
：
阿
謨
伽
三
蔵
撰
訳
表
紙
：
紺
地
、
金
泥
の
五
鈷
・
雲
・
独
鈷
・
松
な
ど
の
絵
。
二
八
・
六
×
二
〇
・
九
状
態
：
小
破
（
虫
損
）
法
量
：
本
紙
二
八
・
五
×
五
二
・
二
後
紙
二
八
・
五
×
一
二
・
五
印
記
：
朱
方
印
・
月
明
荘
（
反
町
茂
雄
所
蔵
印
）
備
考
：
外
題
下
に
貼
紙
を
剝
が
し
た
跡
、
そ
の
下
に
朱
書
「
印
八
十
□
ニ
ワ
リ
」
の
貼
紙
あ
り
。
返
点
・
仮
名
の
類
、
別
筆
に
よ
る
書
き
込
み
な
し
。
（ 81 ）
経
文
の
字
姿
か
ら
、
そ
の
書
写
年
代
を
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
奥
田
氏
の
指
摘
す
る
院
政
期
と
い
う
印
象
は
う
け
な
い
。
反
町
氏
の
指
摘
す
る
鎌
倉
初
期
か
そ
れ
よ
り
や
や
時
代
を
下
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
識
者
に
判
断
を
委
ね
た
い
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は
概
ね
奥
田
氏
の
書
誌
情
報
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
後
、
司
書
の
マ
ル
ラ
俊
江
氏
よ
り
既
に
撮
影
さ
れ
て
い
た
画
像
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
こ
の
画
像
を
も
と
に
日
本
古
写
経
研
究
所
主
催
の
研
究
会
を
行
い
翻
刻
・
訓
読
・
現
代
語
訳
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
研
究
会
は
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
員
・
前
島
信
也
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
教
・
崔
鵬
偉
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
田
中
亜
美
の
三
人
に
よ
り
行
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
経
典
の
内
容
が
、『
注
好
選
』
巻
下
「
狐
仮
虎
威
第
三
十
三
」
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
た
田
中
氏
と
『
今
昔
物
語
集
』
を
研
究
す
る
崔
氏
に
協
力
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
翻
刻
・
訓
読
・
現
代
語
訳
の
作
業
を
通
じ
て
、
こ
の
経
典
の
特
徴
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
翻
刻
で
は
、
非
常
に
判
読
が
困
難
な
文
字
が
多
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
虫
損
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
乱
筆
・
省
略
・
誤
写
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
書
写
の
際
に
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
翻
刻
上
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
を
行
い
、
文
脈
か
ら
判
断
し
た
文
字
に
つ
い
て
は
翻
刻
の
中
で
注
を
付
し
た
。
訓
読
に
つ
い
て
は
、
訓
点
・
仮
名
が
な
い
も
の
の
文
章
の
構
造
を
明
確
に
す
る
た
め
に
訓
読
を
お
こ
な
っ
た
。
経
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
変
体
漢
文
と
判
断
で
き
る
箇
所
も
存
在
し
て
お
り
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
読
み
下
し
た
箇
所
も
あ
る
。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
近
似
す
る
内
容
を
有
す
る
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
を
適
宜
参
照
し
、
補
訳
・
補
注
を
加
え
て
示
し
た
。
両
書
と
の
関
係
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
崔
・
田
中
氏
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
し
二
六
行
目
の
「
黒
女
子
也
」「
令
為
所
生
」
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
文
脈
が
嚙
み
合
わ
な
い
た
め
、
脱
文
が
想
定
さ
れ
る
。
以
上
、
甚
だ
簡
単
で
は
あ
る
が
『
阿
羅
波
沙
囊
吒
枳
尼
羅
闍
那
最
極
利
益
法
式
経
』
の
伝
来
と
書
誌
情
報
に
つ
い
て
提
示
し
た
。
こ
の
資
料
が
日
本
の
中
世
に
お
け
る
多
様
な
民
間
信
仰
を
研
究
す
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
の
報
告
は
マ
ル
ラ
俊
江
氏
と
東
ア
ジ
ア
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
前
島
信
也
)
二
内
容
と
構
成
書
誌
解
題
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
本
経
典
は
日
本
撰
述
の
ダ
キ
ニ
天(1)に
ま
つ
わ
る
偽
経
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
そ
の
類
話
と
し
て
、『
注
好
選
』
東
寺
観
智
院
本
の
下
巻
第
三
十
三
話
「
狐
ハ
仮
虎
威
」
と
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
二
十
一
話
「
天
竺
狐
借
虎
威
、
被
責
発
菩
提
心
語
」
が
確
認
で
き
、
大
筋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る(2)。
虎
の
威
を
借
り
て
獣
た
ち
を
脅
し
て
い
た
狐
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
虎
に
追
わ
れ
、
逃
げ
る
う
ち
に
穴
に
落
ち
、
無
常
を
観
じ
て
菩
提
心
を
発
す
。
す
る
と
大
地
が
六
種
に
震
動
し
、
天
界
も
動
揺
す
る
。
文
殊
菩
薩
と
帝
釈
天
が
仙
人
の
姿
で
現
れ
、
発
心
の
こ
と
を
説
く
よ
う
狐
に
求
め
る
。
狐
は
ま
ず
自
分
を
助
け
る
よ
う
求
め
、
仙
人
は
そ
れ
に
応
じ
る
。
と
こ
ろ
が
助
け
ら
れ
た
狐
は
菩
提
心
を
忘
れ
、
そ
の
ま
ま
法
を
説
か
ず
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
す
る
と
仙
人
は
降
魔
の
相
と
な
り
狐
を
責
め
る
。
狐
が
一
部
始
終
を
打
ち
明
け
る
と
、
仙
人
は
慈
悲
の
心
を
発
し
て
狐
を
称
え
、
釈
迦
仏
の
世
（ 82 ）
に
菩
薩
と
な
っ
て
弁
才
天
と
堅
牢
地
神
と
い
う
二
つ
の
名
を
得
る
だ
ろ
う
と
授
記
し
て
消
え
る
。
そ
の
と
き
の
仙
人
は
文
殊
で
あ
り
、
狐
は
堅
牢
地
神
で
あ
る
。
虎
の
威
を
借
る
狐
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
風
に
記
す
点
に
お
い
て
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
と
本
経
典
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、
前
者
は
堅
牢
地
神
の
前
生
譚
を
語
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
文
殊
菩
薩
の
前
生
譚
と
す
る
。
ま
た
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
の
原
拠
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
蕭
斉
の
釈
曇
景
訳
『
未
曽
有
因
縁
経
』
巻
上
に
は
、
次
の
よ
う
な
釈
迦
の
本
生
譚
が
あ
る(3)。
毘
摩
国
の
徙
陀
山
に
住
む
野
干
が
、
獅
子
に
追
わ
れ
て
穴
に
落
ち
て
し
ま
う
。
野
干
は
穴
の
中
で
無
常
を
思
い
、
身
命
を
惜
し
ん
だ
こ
と
を
悔
い
て
発
心
す
る
。
帝
釈
天
が
こ
れ
を
知
り
、
諸
天
を
率
い
て
野
干
に
説
法
を
請
う
。
野
干
は
穴
か
ら
助
け
出
さ
れ
、
諸
天
が
脱
い
だ
天
衣
を
重
ね
た
高
座
で
法
を
説
く
。
そ
の
七
日
後
に
野
干
は
命
終
し
、
兜
率
天
に
生
ま
れ
る
。
そ
の
と
き
の
野
干
は
釈
迦
で
あ
り
、
帝
釈
天
は
舎
利
弗
で
あ
る
。
虎
の
威
を
借
る
狐
の
故
事
が
み
ら
れ
な
い
が
、
穴
に
落
ち
た
獣
に
帝
釈
天
が
説
法
を
請
う
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
本
経
典
と
共
通
す
る
。
前
掲
し
た
翻
刻
・
訓
読
・
現
代
語
訳
に
付
し
た
注
釈
に
お
い
て
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
と
本
経
典
と
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
詳
細
に
指
摘
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
未
曽
有
因
縁
経
』
を
加
え
て
、
諸
書
の
異
同
を
表
に
し
て
示
せ
ば
、
表
1
の
通
り
に
な
る
。表
1
に
示
し
た
諸
書
の
相
違
点
は
、
主
に
冒
頭
部
と
結
末
部
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
ず
、
冒
頭
部
に
つ
い
て
、『
未
曽
有
因
縁
経
』
で
は
釈
迦
が
羅
睺
羅
や
波
斯
匿
王
な
ど
に
因
縁
を
説
く
と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
経
典
で
は
聴
衆
が
文
殊
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
。
『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
お
い
て
、
説
法
者
と
聴
衆
に
関
す
る
言
及
が
な
い
の
は
、
経
典
の
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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表
1
『
未
曾
有
因
縁
経
』
『
注
好
選
』
『
今
昔
物
語
集
』
本
経
典
本
生
譚
の
説
法
者
釈
迦
│
│
釈
迦
本
生
譚
の
聴
衆
羅
羅
・
波
斯
匿
王
等
│
│
文
殊
本
生
譚
の
場
所
毘
摩
大
国
、
徙
陀
山
出
婆
国
、
祐
咤
山
一
ノ
国
、
一
ノ
山
娑
婆
世
界
、
古
（
羅
）
山
登
場
人
物
の
後
生
野
干
／
狐
釈
迦
堅
牢
地
神
堅
牢
地
神
文
殊
獅
子
／
虎
│
│
│
聖
天
帝
釈
天
舎
利
弗
│
│
辰
狐
王
菩
薩
授
記
す
る
者
│
文
殊
文
殊
帝
釈
天
授
記
の
名
号
│
大
弁
才
天
堅
牢
地
神
大
弁
才
天
堅
牢
地
神
大
弁
才
天
大
吉
祥
天
堅
牢
地
神
次
に
、
本
生
譚
の
場
所
に
つ
い
て
、
諸
書
の
表
記
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
形
状
の
近
似
す
る
漢
字
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、「
陀
」
と
「
咤
」
と
「
吒
」）。『
今
昔
物
語
集
』
に
具
体
的
な
場
所
名
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
実
在
し
な
い
地
名
で
あ
る
た
め
、
意
識
的
に
欠
落
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る(4)。
最
後
に
、
結
末
部
に
つ
い
て
、『
未
曽
有
因
縁
経
』
を
除
け
ば
す
べ
て
授
記
の
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
で
は
授
記
す
る
側
の
文
殊
菩
薩
は
、
本
経
典
で
は
授
記
を
得
る
側
と
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
前
者
に
お
い
て
途
中
か
ら
姿
を
消
し
た
帝
釈
天
は
、
後
者
に
お
い
て
授
記
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
経
典
の
最
後
に
曼
荼
羅
の
描
き
方
が
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、『
注
好
選
』
『
今
昔
物
語
集
』
と
異
な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
か
な
り
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
殊
を
中
尊
と
し
、
左
に
聖
天
、
右
に
辰
狐
王
菩
薩
と
す
る
三
面
ダ
キ
ニ
天
の
様
相
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
ダ
キ
ニ
天
の
作
例
の
中
、
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
ダ
キ
ニ
天
の
眷
属
に
つ
い
て
、『
多
聞
吒
枳
尼
経
』
や
『
神
道
集
』「
稲
荷
大
明
神
事
」
な
ど
に
み
る
天
女
子
・
赤
女
子
・
黒
女
子
・
帝
釈
子
の
四
王
子
を
全
て
描
く
も
の
が
殆
ど
で
、
本
経
典
の
よ
う
に
帝
釈
子
を
登
場
さ
せ
な
い
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
総
じ
て
い
え
ば
、
本
経
典
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
収
録
さ
れ
た
堅
牢
地
神
の
縁
起
を
下
敷
き
に
、
文
殊
菩
薩
の
前
生
譚
と
し
て
作
り
直
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
は
、
本
経
典
を
ダ
キ
ニ
天
の
本
説
事
を
記
す
経
典
と
す
る
。
し
か
し
、
本
経
典
の
経
典
名
に
こ
そ
「
吒
枳
尼
」
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
経
文
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
は
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
に
み
ら
れ
る
堅
牢
地
神
の
縁
起
を
借
用
し
て
創
作
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
上
、『
注
好
選
』『
今
昔
物
語
集
』
と
の
異
同
を
中
心
に
指
摘
し
た
。
そ
の
他
の
ダ
キ
ニ
天
に
ま
つ
わ
る
経
典
と
の
比
較
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
（
崔
鵬
偉
)
三
研
究
史
上
の
位
置
と
今
後
の
展
望
こ
れ
ま
で
に
、
ダ
キ
ニ
天
信
仰
に
関
す
る
多
く
の
テ
キ
ス
ト
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。伏
見
稲
荷
大
社
編
『
稲
荷
大
社
由
緒
記
集
成
』
信
仰
著
作
篇
（
伏
見
稲
荷
大
社
社
務
所
、
一
九
五
六
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
稲
荷
社
の
縁
起
類
を
は
じ
め
、
稲
荷
信
仰
の
テ
キ
ス
ト
を
多
く
掲
げ
る
が
、
本
経
典
と
特
に
関
係
が
深
い
の
は
、『
乙
足
神
供
祭
文
』
を
含
む
『
稲
荷
一
流
大
事
』
や
、
五
字
文
殊
と
関
連
す
る
『
頓
成
悉
地
祭
礼
法
』
な
ど
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
企
画
展
「
陰
陽
道
×
密
教
」
を
開
催
し
た
。
企
画
展
で
は
、
ダ
キ
ニ
法
を
含
む
称
名
寺
聖
教
が
公
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
図
録
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
）
で
聖
教
が
翻
刻
さ
れ
、
以
後
の
研
究
に
お
け
る
基
本
資
料
と
な
っ
た
。
中
で
も
、
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
に
湛
睿
が
釼
阿
か
ら
伝
授
さ
れ
た
一
連
の
聖
教
類
に
よ
っ
て
、
式
盤
を
用
い
た
ダ
キ
ニ
法
で
あ
る
、
頓
成
悉
地
法
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
先
述
の
『
乙
足
神
供
祭
文
』
に
つ
い
て
も
、
現
存
最
古
の
鎌
倉
写
本
が
紹
介
さ
れ
た(5)。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
対
象
と
し
た
研
究
も
、
順
次
進
ん
で
い
る
。
早
い
も
の
と
し
て
は
、
櫛
田
良
洪
氏
が
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
四
）
で
、
頓
成
悉
地
法
関
連
の
聖
教
や
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
言
及
し
て
い
る
。
西
岡
芳
文
「
ダ
キ
ニ
法
の
成
立
と
展
開
」（『
朱
』
五
七
、
二
〇
一
四
）
は
、
ダ
キ
ニ
天
を
祀
る
修
法
の
変
遷
を
体
系
的
に
論
じ
、
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト
群
を
取
り
上
げ
る
と
共
に
、
近
年
の
研
究
動
向
・
成
果
も
広
く
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
経
典
と
関
連
し
た
内
容
を
持
つ
『
神
道
集
』
巻
三
「
稲
荷
大
明
神
事
」
に
つ
い
て
は
、
有
賀
夏
紀
「『
神
道
集
』
巻
三
「
稲
荷
大
明
神
事
」
に
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お
け
る
表
現
を
め
ぐ
っ
て
袞
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の
受
容
を
中
心
に
袞
」（『
人
文
』
一
三
、
二
〇
一
四
）
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
有
賀
夏
紀
氏
は
「
称
名
寺
聖
教
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
つ
い
て
袞
中
世
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の
一
側
面
袞
」（『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
六
六
、
二
〇
一
九
）
で
、
天
台
宗
の
円
密
一
致
思
想
が
ダ
キ
ニ
天
信
仰
に
も
た
ら
し
た
新
た
な
一
面
を
提
示
し
た
。
ダ
キ
ニ
天
曼
荼
羅
及
び
、
そ
れ
に
類
す
る
図
像
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
林
温
「
咤
枳
尼
天
曼
荼
羅
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
二
一
七
、
一
九
九
四
）、
入
江
多
美
「
ダ
キ
ニ
天
（
辰
狐
王
菩
薩
）
に
関
す
る
一
試
論
袞
日
光
山
輪
王
寺
蔵
「
伊
頭
那
（
飯
縄
）
曼
荼
羅
図
」
を
中
心
と
し
て
袞
」（『
美
術
史
論
集
』
八
、
二
〇
〇
八
）
等
が
あ
る
。
本
経
典
は
、
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の
テ
キ
ス
ト
群
に
お
い
て
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
注
好
選
』
巻
下
第
三
十
三
話
お
よ
び
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
二
十
一
話
の
類
話
が
本
経
典
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
本
経
典
の
成
立
背
景
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、『
注
好
選
』
及
び
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
同
話
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
ま
た
、『
注
好
選
』
が
典
拠
と
す
る
『
摂
寿
経
』
と
本
経
典
と
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
必
要
も
あ
る(6)。
ま
た
本
経
典
に
は
、
具
体
的
な
図
像
を
意
識
し
た
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
ダ
キ
ニ
天
の
図
像
や
、
同
様
の
記
述
を
持
つ
他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
本
経
典
が
作
ら
れ
た
環
境
の
解
明
に
近
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
田
中
亜
美
)
注(1
)
複
数
の
表
記
が
み
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
、
便
宜
的
に
「
ダ
キ
ニ
天
」
に
統
一
し
て
示
す
。
(2
)
『注
好
選
』
所
収
話
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
そ
れ
と
の
比
較
研
究
は
、
田
中
亜
美
「
狐
と
堅
牢
地
神
袞
日
本
に
お
け
る
〈
狐
仮
虎
威
〉
説
話
の
受
容
と
『
摂
寿
経
』
袞
」（『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
六
、
二
〇
二
一
、
掲
載
予
定
）
参
照
。
(3
)
『渓
嵐
拾
葉
集
』
荼
枳
尼
天
秘
訣
「
付
此
天
即
位
灌
頂
習
事
」
に
は
、
こ
の
話
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
入
江
多
美
氏
は
、
ダ
キ
ニ
天
法
を
記
す
現
存
最
古
の
偽
経
『
多
聞
吒
枳
尼
経
』（
一
一
三
九
年
写
）
に
み
ら
れ
る
、「
狐
が
仏
の
師
で
あ
り
、
仏
が
狐
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
内
容
」
が
こ
の
話
の
変
奏
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
入
江
多
美
「
輪
王
寺
蔵
「
伊
頭
那
（
飯
縄
）
曼
荼
羅
図
」
と
仁
和
寺
蔵
『
多
聞
吒
枳
尼
経
』
に
つ
い
て
」（『
歴
史
と
文
化
』
一
七
、
栃
木
県
歴
史
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。
(4
)
宮
田
尚
「
今
昔
物
語
集
と
注
好
選
・
再
考
」（『
日
本
文
学
研
究
』
一
九
、
一
九
八
三
）、
原
田
信
之
「「
今
昔
物
語
集
」
天
竺
部
の
構
成
袞
同
文
的
同
語
を
て
が
か
り
と
し
て
袞
」（『
論
究
日
本
文
学
』
五
一
、
一
九
八
八
）
な
ど
参
照
。
(5
)
西
岡
芳
文
「
金
沢
称
名
寺
に
お
け
る
頓
成
悉
地
法
袞
企
画
展
「
陰
陽
道
×
密
教
」
補
遺
袞
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
二
〇
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。
展
覧
会
に
先
立
ち
、
頓
成
悉
地
法
に
関
連
す
る
聖
教
の
概
要
が
、
西
岡
芳
文
「
式
盤
を
ま
つ
る
修
法
袞
聖
天
式
法
・
頓
成
悉
地
法
・
ダ
キ
ニ
法
袞
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
一
八
、
二
〇
〇
七
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(6
)
『摂
寿
経
』
は
現
存
せ
ず
、『
注
好
選
』
が
典
拠
と
す
る
以
外
に
は
、『
白
宝
抄
』『
白
宝
口
抄
』
に
佚
文
が
確
認
で
き
る
。
田
中
注
（
2
）
前
掲
論
文
、
同
「
四
臂
堅
牢
地
神
の
成
立
と
『
摂
寿
経
』」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
九
、
二
〇
二
一
、
掲
載
予
定
）
参
照
。
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